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２
０
２
２
年
、
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
か
ら
、
命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
今
年
も
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

岸
田
首
相
は
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
強
調
し
て
い
ま

す
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
弱
肉
強
食
、
自
己
責
任
押

し
付
け
の
新
自
由
主
義
の
継
続
で
す
。
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
、
憲
法
９
条
改
定
な
ど
、
戦
争
す
る
国
へ
の
危
険

な
道
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
重
大
で
す
。

夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
命
と
く
ら
し
、

憲
法
９
条
を
守
り
生
か
す
新
し
い
政
治
を
切
り
ひ
ら
き
ま

し
ょ
う
。

参
議
院
選
挙
と
同
じ
時
期
に
、
杉
並
で
は
区
長
選
挙
、

区
議
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
連
続
値
上
げ
、
区
立
施
設
の
大
規

模
削
減
、
ま
ち
を
壊
す
都
市
計
画
道
建
設
な
ど
で
区
民
に

犠
牲
を
強
い
る
一
方
、
田
中
区
長
は
緊
急
事
態
宣
言
下
、

群
馬
県
の
ゴ
ル
フ
場
に
移
動
し
、
区
内
経
済
団
体
と
飲
酒
・

会
食
、
宿
泊
。
区
の
幹
部
が
区
発
注
事
業
者
と
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
党
区
議
団
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
区
政
の
ゆ
が
み
を
正
し
、
区

民
福
祉
の
増
進
と
い
う
自
治
体
本
来
の
責
務
を
果

た
す
区
政
に
転
換
さ
せ
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

今
年
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２０２２年 新春

命
と
く
ら
し
、

憲
法
を
守
り
い
か
す
政
治
へ

日本共産党杉並区議団、原田あきら都議、上保まさたけ日本共
産党杉並地区委員会副委員長による新年そろい踏み宣伝

１月６日 阿佐ヶ谷駅南口

西荻窪駅で新年のごあいさつ

１月５日朝

住
民
本
位
の
区
政
へ
転
換
を



区に緊急の申し入れを実施

１
月
７
日
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

は
、
杉
並
区
に
対
し
、
２
０
２
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
の
国
保
運
営
協
議
会
で
、
自
治
体
独
自

の
法
定
外
繰
入
（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
）

を
行
わ
な
い
場
合
、
大
幅
値
上
げ
と
な
る

試
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
化
す
る
感
染
拡
大
や
、
物
価
の
上

昇
等
に
よ
っ
て
、
国
保
加
入
世
帯
の
く
ら

し
・
営
業
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

区
と
し
て
、
法
定
外
繰
入
を
縮
小
・
削
減

す
る
こ
と
な
く
維
持
・
継
続
し
て
、
引
き

上
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

応
対
し
た
副
区
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
国
保
料
の
値
上
げ
を
抑
え
る
必
要
性

に
は
言
及
し
ま
し
た
が
、
保
険
料
据
え
置

き
に
つ
い
て
は
困
難
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
に
む
け
て
、
引

き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

【申し入れの概要】

・杉並区として、２０２２年度の国保料が引き上げとならないよう予算措置

を行うこと。法定外繰入を縮小・削減することなく維持・継続すること。

・今後の区長会においても、都道府県単位化導入の際の法定外繰入を６年間

でなくすとした計画の見直し、国、都に財政負担の拡充を求める申し入れな

ど、あらゆる手立てを尽くし、国保料が引きあがらないよう強く求めること。

・２０２２年度から始まる就学前までの子どもたちの保険料額２分の１減額

について、すべての子どもに対象を広げることを国と東京都に求めること、

合わせて、杉並区独自の対象拡大を検討すること。

（申し入れ全文は区議団ホームページに掲載しています）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し
て
も
、
窓
口
２
割

負
担
の
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

杉並区内の新型コロナ感染者数
新型コロナのオミクロン株による

感染が、急速に広がっています。

党杉並区議団は、昨年１２月２４

日、１０回目となる新型コロナ対策

に関する緊急の申し入れを実施。

●第６波に向け、いつでもだれでも

無料で受けられるＰＣＲ検査体制の

確立を国・東京都に求めるとともに、

杉並区独自で検討・実施すること。

●３回目ワクチン接種について、接

種間隔が８カ月より前倒しすること

が検討されており、クーポン券の発

送や予約・接種が迅速に行えるよう

体制を整えること。●保健所体制に

ついて、外部委託による対応だけで

なく、恒常的な体制拡充を実施する

ことなどを要請しました。


